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Abstnct: A oomputcr somare prOgran whidl uses Java For molalar symmctry and■omal vibr liott calallated by hc CF Mo  was
deqigned.Ihe∞ntcnts ofhe somate prOpm are tt fonows,
C   C4飛uaion ofhemotion ofmololcs
・   calalalion ofthe ?税ak?s ofdiatomicmolealles
・  ewlanation ofcigcnvallles and eigenvmOIs
・  cxplanad∽ofhe CF mehod
・  a sampleproblcm on thc CF mcthod forpmcticc
C a no―l vibralion calculalion for aboutsix lcinds ofmolale碗呵LO,助銑嶋 BH3,0町C02J
・  cxplanation ofhcuse ofsy―ett h vibetionalproblcs
e  asamplc problem on the use ofsy―etry ? vibrational probles forpracticc
Amcforhclcancris made?hcservcrp hcrcsultsofdlepmdiceproblcs arerccoFdCd h t and dlculleshowsbotllwhehcrhe atlwcrね∞red
or ?∽rcctas we■as the朝時Of?Stake.
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l.はじめに                    あつたが,今回,このプログラムの内容を充実さ
せ,Java言語を用いることによりWeb上で実行で
プログラミング言語である Javaは,インター    きるようにした。合わせて Javaの適用性について
ネットに対応するライブラリが用意されており,    検討を行った。
それによってネットワークを介してプログラムを
ダウンロードし,Webブラウザ上でプログラムの    2.基準振動とGF法[4],[5],[6],[7]
実行ができるという点で注目されている。このよ
うなJavaの特徴を生かした物理,化学の教材は,     多原子分子の運動エネルギー,位置エネルギー
現在数多く存在している[1],[2].          をそれぞれT,Vとおくと
これらのJavaを用いた教材は,Web上で実行さ
鷺禽た篭猛看鍮 ぎ14Si至考れ手歩多,9         T=孝
「受M文 (1)
卜と,スタンドアローンで実行されるJavaプログ
晨客と狙キと至証1挺索有な硫望ぴ鷲考私拿協甚焉易         V=孝再FR  9)
の多くとは異なる角度から,化学教材に対する道     ただし,Xは各原子の直交座標を要素とする列
用性への検討を試みた。               ベクトル,Mは各原子の質量を対角項にもつ行列,
当研究室では,1997年にBASIC言語を用いて,    Rは分子内座標を要素にもつ列ベクトル,Fはカ






















































































































































































































































































































































い―めヽ十 B お=o l :Cl+ヽ「つお‐°::
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:卜・ D皇え予碑何J菊鵡い









































































1、まよ ‖上をft帆い分初 壁 ″ ッ″ る。
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